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研究成果の概要（和文）：病棟の手洗いは、多剤耐性緑膿菌(MDRP)などの耐性菌の温床となっている。そこで、
手洗いの除菌を行うことで、手洗いを介した患者へのMDRPの伝播を防止できると考えた。そこで、3つの病棟の
手洗いの除菌を2007年から開始すると共に、PCR-based ORF Typing法とMulti-locus Sequence Typing法を用い
て、患者から検出されたMDRP菌株の遺伝子相同性解析を行った。手洗いの除菌を開始した2007年を境に、MDRP検
出数が激減すると共に、遺伝学的に相同性のあるMDRPの検出も激減した。病棟の手洗いの除菌は、患者へのMDRP
伝播防止に有用である。

研究成果の概要（英文）：The sink drainage systems in wards are considered to be reservoirs for 
antibiotic-resistant bacteria such as multidrug-resistant Pseudomonas aeruginosa (MDRP).  
Disinfection of sinks in wards might prevent the transmission of MDRP to patients, and the rate of 
detection of MDRP from patients might therefore be reduced.  Disinfection of sinks in three wards 
was started in 2007, and genotypes of MDRP were analyzed using PCR-based ORF typing and multi-locus 
sequence typing.  After starting the disinfection in 2007, the rate of detection of MDRP from 
patients was markedly reduced and genetically homologous MDRP strains almost disappeared.  
Disinfection of sink drainage systems in wards is effective for preventing transmission of MDRP to 
patients.

研究分野：感染症学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
薬剤耐性菌が世界的に増加しており、その対策が大きな課題となっています。病院の病棟の手洗いは、様々な耐
性菌の温床となっていることが知られています。一部の耐性菌は、手洗いを介して患者に伝播している可能性が
あります。我々は、手洗いの除菌を行うことで、多剤耐性緑膿菌という耐性菌の患者への伝播を抑えることがで
きることを世界に先駆けて見出しました。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 薬剤耐性菌が世界的に増加する一方、新たな抗菌薬の開発は減少傾向にあり、国際的に大き
な課題となっている。緑膿菌は「日和見病原体」と呼ばれることもあり、免疫力の低下した患
者に感染症を起こす代表的な病原体として知られている。また、緑膿菌は抗菌薬の曝露によっ
て容易に耐性化し、一旦抗菌薬に耐性化すると使用可能な抗菌薬の選択肢が狭まるために、抗
菌薬の使用には細心の注意が必要となる。 
 カルバペネム系抗菌薬は極めて広い抗菌スペクトルを有するβ-ラクタム系抗菌薬であり、
耐性菌への最終兵器的な存在であるが、カルバペネム耐性緑膿菌の増加(2014年の JANIS集
計では緑膿菌の 20%がカルバペネム非感受性)が問題となっている。2016 年 4 月、厚生労働
省により薬剤耐性(AMR)アクションプランが決定された。その成果指標の一つに「緑膿菌のカ
ルバペネム耐性率を 2020年までに 10%以下にする」ことが挙げられている。 
 カルバペネム耐性緑膿菌のなかでも、カルバペネム系抗菌薬に加えてフルオロキノロン系
抗菌薬とアミノグリコシド系抗菌薬の 3 系統の抗菌薬に耐性を示す緑膿菌は多剤耐性緑膿菌
(MDRP)と定義されている。MDRP はほとんどの抗菌薬に耐性であるため、一旦感染症を起
こすと治療が困難である。MDRP 感染症の死亡率は通常の緑膿菌感染症の 2〜5 倍という報
告もある。病棟でMDRPの伝播・拡大（アウトブレイク）がおこると、MDRP感染症の難治
性とその死亡率の高さから大きな問題となることが多い。 
 病棟におけるMDRPの伝播・拡大を防ぐためには、患者を個室に収容した上で、スタッフ
は入室時にガウンやエプロンと手袋を着用する等の接触感染対策が基本となる。緑膿菌は湿
潤環境を好むことから、手洗い等の水廻りがMDRPの温床となっているが、水廻りの除菌を
行うことによって患者からのMDRP検出を減少させたとの報告はない。 

 
 
２．研究の目的 

 
 入院患者から MDRP検出が多い病棟では、病棟の手洗いを介して MDRPの伝播が起きて
おり、手洗いの除菌を行うことで患者へのMDRP伝播を阻止することができ、その結果とし
て、入院患者からのMDRP検出を減少させることができるという仮説を立てた。本研究の目
的は、この仮説を検証することにある。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) MDRP 菌株の収集 
 
 2005 年以降、3つの病棟に入院中の患者から検出された MDRP 菌株をマイクロバンク（イ
ワキ株式会社）を用いて-70 度で保管した。 
 
(2) 遺伝子型の解析 
 
 マイクロバンクで保管していた MDRP 菌株をソイビーン・カゼイン・ダイジェスト培地
（BBL 社）で増菌後、シカジーニアス® DNA抽出試薬（関東化学株式会社）にて抽出した DNA
を用いて、シカジーニアス® 分子疫学解析 POT キット（緑膿菌用）（関東化学株式会社）に
て POT 型を決定すると同時に、同じ DNA を用いて MLST 解析を行い ST 型を決定した。 
 
(3) 病棟やナースステーション等の手洗いの除菌 
 
 2007 年より、3つの病棟にある全ての手洗いの除菌を開始した。 
 
(4) 倫理審査  
 
 本研究は、北海道大学病院自主臨床研究審査委員会の承認を経て実施された（自 017-
0464）。 
 
 
 
 

４．研究成果 



 
(1) MDRP 検出数の推移 
 
 3 つの病棟における MDRP 検出数は 2005 年には 32件、2006 年には 22件、2007 年には 23
件であったが、手洗いの除菌を開始した後は、2008 年には 9件、2009 年には 5件、2010 年
には 3件と激減した。 
 
(2) MDRP 菌株の遺伝子型解析 
 
 2005 年から 2007 年までに検出された MDRP 菌株 77 株中 60 株(78%)の POT 型は 207-13 型
であり、これらは伝播により拡大したと考えられた。2008 年以降は POT 型 207-13 型を示す
MDRP 菌株は激減して、2013 年以降は全く検出されなくなった。 

 
(3) 手洗いの除菌の効果 
 
 以上の結果より、手洗いの除菌を行うことで患者へのMDRP伝播を阻止することができ、
その結果として、入院患者からのMDRP検出を減少させることができることが明らかとい
なった。 
 MDRPの院内感染対策の手段として、手洗いの除菌は有用である。 

 
(4) POT 法と MLST 解析の比較 
 
 POT 法は MLST 解析よりも菌株識別能が高く、院内感染対策における遺伝子相同性解析のツ
ールとして優れていることがわかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

POT型 ST 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2016 2017 計

207-13 235 23 17 20 5 3 2 2 72

207-9 235 1 2 1 1 5

54-0 170 1 2 3

383-48 244 1 1 2

636-16 155 2 2

823-16 274 1 1 2

125-16 2407 1 1

153-0 non-typeable 1 1

201-16 829 1 1

203-32 308 1 1

276-48 217 1 1

28-16 186 1 1

382-32 699 1 1

383-0 244 1 1

458-0 1822 1 1

511-32 non-typeable 1 1

558-29 277 1 1

558-57 277 1 1

558-61 277 1 1

573-56 179 1 1

575-16 17 1 1

575-20 17 1 1

622-16 447 1 1

823-40 274 1 1

not tested not tested 5 1 1 1 2 73

32 22 23 9 5 3 3 4 6 5 1 1 177計
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